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葉
古
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平
成
十
七
年
度

二
月

一
三
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
と
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣

で
'
松
田
信
彦
主
任
研
究
員

(以
下
'
研
究
員
と
略
す
)
が

｢神
武
天
皇
東
征
の
物
語
②
｣
を
講
義
｡

二
月

四
日

東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
教
育
会
館
で
行
わ
れ
た
全
国
歴
史

研
究
会
新
年
会
に
お
い
て
'
松
尾
光
副
所
長
が

｢
日
本
古
代
史

の
最
前
線
-
天
智
と
天
武
-
｣
を
特
別
講
演
｡

三
月

六
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢皇
后
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
｣
を
講
義
｡

三
月

四
日

･
五
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
年
度
研
修
で
､
松
田
信
彦
研
究
員

･

井
上
さ
や
か
主
任
研
究
員

(以
下
'
研
究
員
と
略
す
)
が
講
師

を
務
め
る
｡

三
月

一
八
日

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

･
横
浜
の

｢稲
と
コ
メ
の
古
代

史
｣
の
第
五
講
で
'
松
尾
光
副
所
長
が

｢古
代
農
民
の
農
事
暦
｣

を
講
演
｡

三
月
二
四
日

｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
四
号
を
発
行
｡

三
月
二
九
日

全
国
歴
史
研
究
会
の

｢万
葉
古
代
塾
｣
の
第
五
講
と
し
て
'

松
尾
光
副
所
長
が

｢吉
野
讃
歌
と
持
続
行
幸
-
不
比
等
と
の
出

会
い
-
｣
を
講
演
｡

平
成
十
八
年
度

四
月
二
二
日
～
二
三
日

全
国
歴
史
研
究
会
の

(旅
行
会
)

｢吉
野
と
大
宇

陀
の
旅
｣
の
実
施
に
あ
た
-
'
松
尾
光
副
所
長
が
添
乗
講
師
を

務
め
る
｡

四
月
二
二
日
～

二
四
日

第
三
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
集
の
成
立
基
盤
と

し
て
の
ヤ
マ
ー
の
信
仰
的
世
界
観
の
総
合
的
研
究
-
二
上
山
周

辺
地
域
を
視
座
と
し
て
-

｣
(代
表

･
大
石
泰
夫
盛
岡
大
学
教

′

授
)
の
実
地
調
査
お
よ
び
第

一
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

四
月
二
四
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢万
葉
集
の
自
然
①
柿
本
人
麻
呂
｣
を
講
義
｡

五
月

〓

1日
-

1
四
日

第
三
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
集
の
成
立
基
盤
と

し
て
の
ヤ
マ
ト
の
信
仰
的
世
界
観
の
総
合
的
研
究
-
二
上
山
周

辺
地
域
を
視
座
と
し
て
-
｣
(代
表

･
大
石
泰
夫
盛
岡
大
学
教

授
)
の
実
地
調
査
お
よ
び
第
二
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

五
月
二
三
日

国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン
の
第

一
回
講
座
で
'
松
田
信
彦
研
究
員
が

｢柿
本
人
麻
呂
と
吉
野
｣

と
遷
し
て
講
演
｡

五
月
二
九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢万
葉
集
の
自
然
②
高
市
黒
人
｣
を
講
義
｡

六
月

一
一
日

美
夫
君
志
会
例
会
で
'
井
上
研
究
員
が

｢詠
物
歌
と
自
然
-
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赤
人
の
短
歌
か
ら
-
｣
を
研
究
発
表
｡

六
月
二
六
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢万
葉
集
の
自
然
③
山
部
赤
人
｣
を
講
義
｡

七
月

一
日

第
十
七
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
'
寺
川
鼻
知
夫

所
長
が

｢憶
良
の
仏
教
的
表
現
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
'
三
六

名
｡国

際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン
の
第

三
回
講
座
で
､
松
田
信
彦
研
究
員
が

｢狭
野
茅
上
娘
子
の
恋
｣

と
題

し
て
講
演
｡

七
月

八
日

第
十
八
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
'
松
田
信
彦
主

任
研
究
員
が

｢欠
史
八
代
の
虚
と
実
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
'

三
九
名
｡

七
月

一
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢万
葉
集
の
自
然
④
大
伴
家
持
｣
を
講
義
｡

七
月

一
五
日

第
十
九
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
'
井
上
さ
や
か

主
任
研
究
員
が

｢万
葉
集
の
滑
稽
歌
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
'

四
〇
名
｡

七
月

一
六
日

第
二
十
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
､
上
野
誠
副
所

長
が

｢万
葉
び
と
の
右
手

･
左
手
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
'
六

三
名
｡

七
月

一
七
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第
二
回
共
同
研
究

｢古
代
儀
礼
と

万
葉
集
｣
の
第
七
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
共
同
研
究
員
は
'

寺
川
最
知
夫
所
長

･
上
野
誠
副
所
長

･
松
尾
光
副
所
長
兼
総
括

研
究
員

･
松
田
信
彦
主
任
研
究
員

･
井
上
さ
や
か
主
任
研
究
員

･

鎌
田
東
二
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授

･
嶋
田
義
仁
名
古
屋
大
学

大
学
院
教
授

･
高
橋
孝
信
東
京
大
学
教
授

･
辰
巳
正
明
国
学
院

大
学
教
授
｡
研
究
会
は
'
寺
川
晃
知
夫
所
長
が

｢高
市
皇
子
挽

歌
諦
詠
の
場
と
儀
式
-
憶
良
の
日
本
挽
歌
を
参
考
に
-
｣
'
井

上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
『万
葉
集
』
に
お
け
る
挽
歌
表
現
｣
を

発
表
｡-
･･-
--

七
月
二
二
日

第
二
十

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
'
松
尾
光
副

所
長
が

｢壬
申
の
乱
と
大
伴
氏
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
六
九
名
｡

夏
休
み
親
子
万
葉
教
室
の
講
師
を
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

務
め
る
｡

七
月
二
三
日

夏
休
み
親
子
万
葉
教
室
の
講
師
を
､
松
田
信
彦
研
究
員
が
務

め
る
｡

七
月
三
〇
日

大
阪

･
生
国
魂
神
社
で
行
わ
れ
た

｢平
成
十
八
年
度
囲
学
院

大
学
伝
統
文
化
に
学
ぶ
講
座
｣
で
､
松
田
信
彦
研
究
員
が

｢恋

の
う
た
'
い
ま
む
か
し

(万
葉
時
代
の
恋
)｣
を
講
演
｡

八
月

五
日

･
六
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第
二
回
共
同
研
究

｢古
代

儀
礼
と
万
葉
集
｣
の
第
八
回

･
第
九
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

松
田
信
彦
研
究
員
が

｢
日
本
書
紀
の
葬
送
儀
礼
か
ら
見
た
目
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本
古
代
の
葬
送
儀
礼
｣
'
鎌
田
東
二
氏

(京
都
造
形
芸
術
大
学

教
授
)
が

｢
日
本
神
話
お
よ
び
和
歌

･
歌
謡
に
お
け
る
死
と
葬

送
観
｣
､
辰
巳
正
明
氏

(国
学
院
大
学
教
授
)
が

｢橿
原
神
宮

創
建
と
高
天
の
原
神
学
｣
'
辺
見
葉
子
氏

(慶
応
義
塾
大
学
助

教
授
)
が

｢中
世
英
文
学
お
よ
び
ケ
ル
-
語
文
学
に
見
る
死
生

観
と
葬
送
儀
礼
｣
を
発
表
｡

八
月
二

一
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢万
葉
集
の
自
然
⑤
そ
の
他
の
歌
人
｣
を
講
義
｡

八
月
二
三
日
～
二
五
日

第
三
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
集
の
成
立
基
盤
と

し
て
の
ヤ
マ
ト
の
信
仰
的
世
界
観
の
総
合
的
研
究
1
二
上
山
周

辺
地
域
を
視
座
と
し
て
-
｣
の
実
地
調
査
お
よ
び
第
三
回
共
同

研
究
会
を
開
催
｡

八
月
二
四
日

奈
良
交
通
主
催
の
バ
ス
ツ
ア
ー
｢講
師
と
訪
れ
る
万
葉
の
故

地
と
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
の
群
落
｣
の
添
乗
講
師
を
'
松
田
信
彦
研

究
員
が
務
め
る
｡

八
月
二
六
日
～
二
八
日

奈
良
女
子
大
学
と
共
催
で
'
第
五
回
万
葉
古
代
学

研
究
所
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
/
奈
良
女
子
大
学
二
十

一
世
紀
c
o
E

プ
ロ
グ
ラ
ム

｢古
代
日
本
形
成
の
特
質
解
明
の
研
究
教
育
拠
点
｣

(若
手
研
究
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
と
し
て

｢古
代
日
本
の
散

文
を
め
ぐ
っ
て
｣
を
実
施
｡
第

一
講
は
松
尾
良
樹
氏

(奈
良
女

子
大
学
教
授
)
｢
日
本
霊
異
記
の
文
学
と
訓
話
｣
'
第
二
講
は
寺

川
最
知
夫
氏

(万
葉
古
代
学
研
究
所
所
長
)
｢
日
本
霊
異
記
研

究
の
課
題
｣
､
第
三
講
は
毛
利
正
守
氏

(大
阪
市
立
大
学
教
授
)

｢日
本
書
紀
の
表
現
を
め
ぐ

っ
て
｣
､
第
四
講
は
山
口
佳
紀
氏

(聖
心
女
子
大
学
教
授
)
｢古
事
記
の
表
現
を
め
ぐ

っ
て
｣
｡
参

加
者
六
六
名
｡

八
月
二
七
日

夏
休
み
親
子
万
葉
教
室
の
講
師
を
'
松
田
信
彦
研
究
員
が
務

め
る
｡

九
月

二
日

国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン
の
第

五
回
講
座
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢山
部
赤
人
が
描
い
た

奈
良
｣
と
遺
し
て
講
演
｡

九
月

八
日
～
十
二
日

井
上
研
究
員
が
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
中

国
大
会

(上
海

･
復
旦
大
学
)
に
出
張
'
研
究
発
表

(十
日
)

九
月

二

日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
'
松
尾
光
副
所
長
が

｢犬
と
木
簡
｣
を
講
義
｡

九
月
三
〇
日

松
田
信
彦
主
任
研
究
員
が
退
任
｡
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学

校
助
教
授
と
し
て
転
出
｡

一
〇
月

一
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第
二
回
共
同
研
究

｢古
代
儀
礼
と

万
葉
集
｣
の
第

一
〇
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
松
尾
光
副
所
長

が

｢挽
歌
の
作
者
と
対
象
｣
'
藤
井
麻
湖
氏

(愛
知
淑
徳
大
学

講
師
)
が

｢
モ
ン
ゴ
ル
の
葬
送
儀
礼
-
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
死

生
観
-
｣
を
発
表
｡
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西
地
貴
子
氏
が
万
葉
古
代
学
研
究
所
研
究
員
に
就
任
｡

一〇
月

八
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

｢平
城
万
葉
の
形
成
と
そ
の
基
盤
に

関
す
る
総
合
的
研
究
｣
(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大
学

教
授
)
の
研
究
成
果
発
表
と
し
て
'
第
三
回
万
葉
古
代
学
研
究

所
共
同
研
究
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢万
葉
集
と
平
城
京
｣
を
開

催
｡
第

一
講
は
梶
川
信
行
氏

(日
本
大
学
教
授
)
｢
阿
騎
野
と

宇
智
野
-

『万
葉
集
』
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
ー
｣
'
第
二
講
は
藤

原
茂
樹
氏

(慶
応
義
塾
大
学
教
授
)
｢
平
城
京
の
芸
能
-
流
転

‥す
る
歌
謡
卜
催
馬
楽
-
｣
'
第
三
講
は
戒
中
し
の
･ぶ
氏

⊥
大
東

文
化
大
学
教
授
)
｢平
城
京
の
仏
教
I
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

文
学
の
場
と
体
系
-
｣
'
第
四
講
は
木
本
好
信
氏

(甲
子
園
短

期
大
学
教
授
)
｢平
城
京
の
政
界
-
政
治
家
大
伴
家
持
を
中
心

と
し
て
-
｣
､
第
五
講
は
中
村
順
昭
氏

(日
本
大
学
教
授
)
｢越

中
の
在
地
社
会
-
越
中
万
葉
の
形
成
基
盤
-
｣
｡
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
は
梶
裕
史
氏

(法
政
大
学
助
教
授
)

･
野
口
恵
子
氏

(日

本
大
学
助
教
授
)

･
西
地
貴
子
氏

(福
岡
女
学
院
大
学
非
常
勤

講
師
)｡
参
加
者
は
'
九
六
名
｡

一
〇
月

一
〇
日

近
畿
地
区
教
育
研
究
所
連
盟
教
科
等
部
会
A
分
科
会
で
'
松

尾
光
副
所
長
が

｢万
葉
集
と
古
代
史
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一〇
月

一
六
日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
､
松
尾
光
副
所
長
が

｢楠
と
木
簡
｣
を
講
義
｡

一〇
月
三
一
日

井
上
研
究
員
が
尼
崎
市
中
央
公
民
館
で
'
｢名
所
図
絵
に
み

る
江
戸

･
万
葉
紀
行
①
｣
を
講
演
｡

二
月
.
四
日

国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン
の
第

七
回
講
座
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢大
伴
家
持
の
望
郷
｣

と
題
し
て
講
演
｡

二

月

二

一日

井
上
研
究
員
が
今
井
ま
ち
な
み
交
流
セ
ン
タ
ー
華
蔓
で
'

｢万
葉
集
と
藤
原
京
｣
を
講
演
｡

二

月

一
四
日

井
上
研
究
員
が
尼
崎
市
中
央
公
民
館
で
､
｢名
所
図
絵
に
み

る
江
戸
-
万
葉
紀
行
②
｣
を
講
演
｡

二

月

一
九
日

井
上
研
究
員
が
吉
野
町
で
'
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢徹
底
討

論

･
柿
本
人
麻
呂
と
吉
野
｣
に
参
加
｡
｢
人
麻
呂
の
継
承
者
た

ち
｣
を
講
演
｡

二

月
二
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
寺
川
鼻
知
夫
所
長

が

｢欠
史
八
代
｣
を
講
義
｡

二

一月

一
八
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
寺
川
最
知
夫
所
長

が

｢崇
神
天
皇
①
三
輪
山
伝
説
｣
を
講
義
｡

二

一月

一
〇
日

第
四
十
九
回
友
の
会
講
座
で
'
孫
立
春
海
外
研
修
員
が

｢
『万
葉
集
』
と

『芸
文
類
宋
』
に
お
け
る
詠
雪
詩
歌
の
比
較
｣
'

西
地
貴
子
研
究
員
が

｢虫
麻
呂
の
う
た
う
零
公
鳥
｣
と
題
し
て

講
演
｡

一
二
月

二

一日

井
上
研
究
員
が
奈
良
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
主
催
の
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研
修
講
座
で
'
｢万
葉
よ
も
や
ま
話
｣
を
講
演
｡

二

一月

一
六
日

第
三
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
集
の
成
立
基
盤
と
し
て
の
ヤ

マ
ー
の
信
仰
的
世
界
観
の
総
合
的
研
究
-
二
上
山
周
辺
地
域
を

視
座
と
し
て
-
｣
の
第
四
回
共
同
研
究
会
を
開
催
.

一
月

六
日

国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン
の
第

九
回
講
座
で
'
松
尾
光
副
所
長
が

｢大
和
三
山
の
男
女
｣
と
題

し
て
講
演
｡

一
月

七
日

･
八
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第
二
回
共
同
研
究

｢古
代

儀
礼
と
万
葉
集
｣
の
第

二

回

･
二

一回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

上
野
誠
氏
副
所
長
が

｢白
い
喪
服
の
古
代
学
｣
'
高
橋
孝
信
氏

(東
京
大
学
教
授
)
が

｢タ
ミ
ル
古
代
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
I

p

u

ramは
『英
雄
歌
』
か

『雑
歌
』
-
｣
を
発
表
｡

一
月

二

一日

田
原
本
町
生
涯
学
習
課
主
催

･
郷
土
の
学
習
教
室

(於

･
田

原
本
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
)
で
､
松
尾
光
副
所
長
が

｢誰

が
入
鹿
を
倒
し
た
か
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
月

一
五
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
寺
川
最
知
夫
所
長

が

｢崇
神
天
皇
②
建
波
適
安
王
の
反
逆
｣
を
講
義
｡

一
月
二
八
日

井
上
研
究
員
が
美
夫
君
志
会

一
月
研
究
発
表
会
で
'
｢
『万
葉

集
』
に
お
け
る
赤
人
歌
の
位
置
-
巻
十
七
の
詠
春
鷺
歌
か
ら
⊥

を
発
表
｡
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◆
専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
十
八
年
二
月
～
平
成
十
九
年

一
月
)

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
平
成
十
八
年
二
月
～

十
九
年

一
月
｡

松

尾

光

[共
著
]

『日
本
神
話
と
古
代
天
皇
家
の
謎
』
(リ
イ
ド
社
刊
｡
｢聖
帝

･
仁
徳
天
皇
の

実
在
性
｣
を
収
載
)

[研
究
論
文
]

O
｢唐
津
市
中
原
遺
跡
出
土
の
成
人
木
簡
に
つ
い
て
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究

所
年
報
十
四
号
)1
平
成
十
八
年
三
月
.

[そ
の
他
]

O
｢崇
仏
排
仏
戦
争

蘇
我
と
物
部
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十

一
巻
五
号
)'

平
成
十
八
年
三
月
｡

O
｢歴
代
天
皇

･
皇
后
総
覧
｣
(｢別
冊
歴
史
読
本
｣
三
十

一
巻
七
号
)
'
平

成
十
八
年
三
月
｡
天
皇
五
名

･
皇
后
妃
七
名
を
執
筆
｡

O
｢古
代
史
の
謎

十
大
論
争
探
究
講
座
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十

一
巻

十
号
)､
平
成
十
八
年
五
月
｡

O
｢七
世
紀
史
と

『古
事
記
』｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十

一
巻
十
二
号
)'

平
成
十
八
年
九
月
｡

O
｢倭
姫
王
を
め
ぐ
る
二
つ
の
謎
｣
(｢襟
｣
二
四
〇
号
)
､
平
成
十
八
年
十

月
｡

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
⑧
/
も
の
な
思
ほ
し
｣
'
平
成
十
八
年
十
月
｡

松
田

信
彦

(平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
退
任
)

[研
究
論
文
]

O
｢推
古
紀
二
十
年
正
月
条
の
置
酒
の
宴
と
上
寿
歌
に
関
す
る
二
㌧
三
の
疑

い

｣

(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
四
号
)'
平
成
十
八
年
三
月

[研
究
発
表
]

○
日
本
書
紀
講
読

｢巻
四
-
『安
寧
天
皇

･
菰
徳
天
皇

･
孝
昭
天
皇
』｣
(古
事

記
学
会
分
科
会
)､
平
成
十
八
年
五
月

○
日
本
書
紀
講
読

｢巻
四

『孝
安
天
皇

･
孝
霊
天
皇
』｣
(古
事
記
学
会
分
科

会
)'
平
成
十
九
年

一
月

[そ
の
他
]

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
'
平
成
十
八
年
二
月

か
ら
平
成
十
九
年

一
月

O
｢分
科
会
ノ
ー
ト

･
日
本
書
紀
｣
(｢古
事
記
年
報
｣
四
十
九
)
､
平
成
十

九
年

一
月
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井
上
さ
や
か

[研
究
論
文
]

O
｢景
物
と
し
て
の

〟鳴
-
鹿
″
I
詠
物
歌
と
物
色
の
倭
製
I
｣
(｢万
葉
古



代
学
研
究
所
年
報
｣
四
号
)'
平
成
十
八
年
三
月
｡

O
｢文
学
中
的
象
征
-
仇
〟

黄
萄
″
的
日
中
比
校
出
友
｣
(｢東
亜
文
化
的
継

承
与
揚
棄
｣
)'
平
成
十
九
年

一
月
｡

｢研
究
発
表
]

O
｢詠
物
歌
と
自
然

-
赤
人
の
短
歌
か
ら
-
｣
(美
夫
君
志
会
例
会
)､
平
成

十
八
年
六
月
｡

O
｢日
本
文
学
に
お
け
る
表
象
-
ウ
グ
イ
ス
の
日
中
比
較
か
ら
-
｣
(東
ア

ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
譲
大
会

･
復
旦
大
学

[上
海
]
)'
平
成
十
八
年
九

月
｡

O
｢『万
葉
集
』
に
お
け
る
赤
人
歌
の
位
置
-
巻
十
七
の
詠
春
鷺
歌
か
ら
-
｣

(美
夫
君
志
会

一
月
研
究
発
表
会
)'
平
成
十
九
年

一
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
平
成
十
八
年
三
月
～

十
九
年

一
月
｡

O
｢新
刊
紹
介
/
菊
池
威
雄
氏
著

『天
平
の
歌
人

大
伴
家
持
』
｣
(
｢美
夫

君
志
｣
第
七
十
三
号
)'
平
成
十
八
年
十

一
月
｡

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
八
五

(平
成
十
八
年

十
月
三
十
日
付
)'

･
八
九

(同
十
二
月
四
日
付
)0
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西
地

貴
子

(平
成
十
八
年
十
月

一
日
着
任
)

[そ
の
他
]

○
万
葉
古
代
学
研
究
所
第
3
回
共
同
研
究
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢平
城
京

と
万
葉
集
｣
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
'
平
成
十
八
年
十
月
｡




